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とっとり県民カレッジ連携講座 

 

第３１回 鳥取県図書館大会 開催要項 

 

１ 大会テーマ  「“〇〇”と図書館 ～図書館の明日を画
えが

く～」 

生活、仕事、学校、趣味の楽しみや居場所、私たちにとって、図書館はどのよう

な場面で必要な存在なのでしょうか。「“〇〇”と図書館」というフレーズで始まる

各プログラムへの参加を通じ、自分自身にとって、そして社会にとって、今後図書

館がどういった存在であるべきなのかを参加者皆で考えます。 

 

２ 主  催   鳥取県図書館協会 

 

３ 共  催   ＮＰＯ法人本の学校、鳥取県学校図書館協議会、鳥取県公共図書館協議会、 

鳥取県教育委員会 

 

４ 後  援   鳥取県書店商業組合、公益社団法人日本図書館協会 

 

５ 期  日    令和８年７月３０日（木） 

 

６ 会  場    岩美町中央公民館（岩美町浦富１０３８－６、０８５７－７２－０５１０） 

         いわみんホール、研修室１～５ 

７ 内  容 

（１）開会行事 

   挨拶：鳥取県図書館協会 会長 齋藤 明彦 

  鳥取県教育委員会 教育長 足羽 英樹 氏 

岩美町教育委員会 教育長 大西 泰博 氏 

 

（２）基調講演 

演題：「“あそび”と 図書館 ～真庭市立図書館での挑戦と実験～」 

講師：西川 正 氏（真庭市立中央図書館長、NPO法人ハンズオン埼玉副代表理事） 

    ＜講師プロフィール＞ 

     学童保育所、出版社、ＮＰＯ支援センター等を経て、２００５年、ハンズオン埼玉を設立。「おと

うさんのヤキイモタイム」キャンペーンや「トークフォークダンス」などコミュニティを育むさまざ

まなプロジェクトを提案。まちづくりや子育て支援の研修等の講師やファシリテーターとして活動。

元恵泉女学園大学特任准教授。立教大学・大妻女子大学等で非常勤講師。著書に『あそびの生まれる

時「お客様」時代の地域活動コーディネーション』（ころから）等。 

 

 （３）事例発表「“わたしたち”と図書館 ～図書館応援団の活動報告～」  

     鳥取県では、公共図書館に自分事として関わり、その魅力化、活性化を目指して活動する「図

書館応援団」が増えています。その想いや取組を御紹介いただき、サービスする側とされる側の

関係を超えた図書館と利用者との関係性、公共施設としての図書館の今後のあるべき姿について

考えます。 

     発表団体：ちえの森応援隊（智頭町） 

          日野町図書館友の会（日野町） 

江府町図書館友の会（江府町） 

          南部町立図書館応援団なんぶらりー（南部町） 
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（４）分 科 会 

 テーマ 内容 講師・発表者等 

１ “コミュニティ”と図

書館 ～新館整備後に

見えてきたこと ～ 

平成２７年以降、県内には６つの新しい

公共図書館が誕生しました。そのうちの

３館の取組から、本の提供だけに留まら

ないコミュニティの拠点として機能する

図書館の在り方を学びます。 

＜発表者＞ 

・境港市民図書館 

館長 嘉賀 收司 氏  

・岩美町中央公民館 

 次長 松本 邦裕 氏 

・南部町立図書館 

 館長 角田 有希子 氏 

２ “読書推進”と図書館 

～朝読書再考（最高） 

岐路に立つ取組の未来

を展望する～ 

学校図書館が大きく関わり取組んでいる

朝読書の存在意義が問われています。今

の時代だからこその取組の意義や必要

性、課題を共有します。 

＜発表者＞ 

・鳥取市立稲葉山小学校 

校長 砂場 路子 氏 

学校司書 西口 美智子 氏  

・鳥取市立気高中学校 

教頭 村中 ひろみ 氏 

学校司書 北村 正美 氏 

・鳥取県立岩美高等学校 

 司書教諭 宮本 知子 氏 

３ “手作り絵本”と図書

館 ～絵本を創る楽し

みを味わおう ◯・△・

□から生まれる世界〜 

【ワークショップ】 

県西部を拠点に活動する絵本作家しまだ

ようこさんをお招きし、図形を使った絵

本創りのワークショップを実施します。

絵本の創作の過程やその楽しさを体験し

ます。定員２５名。 

※当日会場で材料費３００円をお支払い

いただきます。 

※スティックのり、ボンド、色鉛筆など

の描画材を各自御持参ください。 

＜講師＞ 

 絵本作家 しまだ ようこ 氏 

４ “出版”と図書館 ～地

域の記憶を残すために

～【ＮＰＯ法人本の学

校 主催】 

地域資料を収集・整理し公開する図書館

の役割と、情報公開や広い意味での“出

版”の可能性について、「一箱古本市」の

仕掛人でもあり、各地の図書館を取材す

る南陀楼綾繁氏に御講演いただきます。 

＜講師＞ 

ライター・編集者  

南陀楼 綾繁（なんだろう あ

やしげ）氏 

＜意見交換コーディネーター＞ 

ＮＰＯ法人本の学校理事

長・上智大学文学部新聞学科

教授 柴野 京子 氏 

 

８ 日  程 

時間 内容 

９：３０～１０：００ 受付 

１０：００～１０：１５ 開会行事 

１０：１５～１１：４５ 基調講演 

１１：４５～１３：１５ 休憩 

１３：１５～１４：４５ 事例発表 

１４：４５～１５：００ 休憩 

１５：００～１６：３０ 分科会 

※悪天候などによる中止・開催方法の変更などについては、当日午前７時を目途に鳥取県立図書館ホームページに掲載します。 
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９ 参加対象 県内外の図書館や読書に関心のある皆様 

 

10 参 加 費 〇鳥取県図書館協会の会員：無料 

・同時入会、会員更新可：年会費一口２,０００円以上：入会した場合の大会参加費は 

無料。 

・施設会員、団体会員は団体・施設ごとに１名が無料で参加可能。（施設・団体会員枠 

で参加を希望される場合は、事前に施設・団体内で無料参加者を調整してください） 

〇会員外：参加費５００円 

・オンライン参加者は資料を無料でダウンロードできます。ダウンロードが困難な方

には郵送いたしますのでお知らせください。（資料郵送代：会員無料、会員外２３

０円） 

※支払い：会場参加の方は当日受付で、オンライン参加の方は７月２３日（木）(資料

の郵送を希望される方は７月１６日（木）)までに以下の口座にお振込みください。

振込名義は参加申込者名としてください。また、振込手数料は御負担ください。 

振込先：<郵便振替> 口座番号：０１３６０－５－９３３９７ 口座名：鳥取県図書館協会 

 

11 開催方式 会場参加及びオンライン参加 

       ※オンライン配信はＺｏｏｍで実施します。（個人視聴のみ、後日の配信はなし） 

       ※分科会３のオンライン配信はありません。 

 

12 定  員 会場参加 ３００名 オンライン参加 ３００名  

 

13 申込締切 ７月２３日（木） 

※オンライン参加で資料の郵送を希望される方の申込締切は７月１６日（木）。 

 

14 問合せ先・申込先・申込方法 等 

  【問合せ先】鳥取県図書館協会事務局（鳥取県立図書館内） 

         電話：０８５７－２６－８１５５ ﾌｧｸｼﾐﾘ：０８５７－２２－２９９６ 

電子メール：toshokan@pref.tottori.lg.jp 

 【申 込 先】第３１回鳥取県図書館大会実行委員会事務局（鳥取市立気高図書館） 

         電話：０８５７－３７－６０３６ ﾌｧｸｼﾐﾘ：０８５７－３７－６０３７ 

         電子メール：kt-library@city.tottori.lg.jp 

   【申込方法】二次元コードからＧｏｏｇｌｅフォームでお申込みください。 

※Ｇｏｏｇｌｅフォームが利用できない方は、チラシ裏面の申込用紙により、 

鳥取市立気高図書館へメール、またはファクシミリでお申込みください。 

※チラシ（申込用紙）は鳥取県立図書館のホームページからダウンロードできます。 

         ※フォーム、メール、ファクシミリでの申込みが困難な方は、鳥取市立気高図書館へ  

電話で御連絡ください。 

     ※申込用Ｇｏｏｇｌｅフォーム 二次元コード →          

               ＵＲＬ：https://forms.gle/TDSw73SLN116HWpAA 

  【個人情報の取扱いについて】 

提出いただいた個人情報は、本大会運営の目的にのみ使用し、 

法令に従って取り扱います。 

 

15 手話通訳・要約筆記等について 

  ・開会行事・基調講演・事例発表：手話通訳者と要約筆記者を配置します。 

  ・分科会：申込時の御希望に応じ、予算の範囲内で、手話通訳者、要約筆記者を配置します。 

・配布資料の拡大印刷やデータの提供等が必要な方は鳥取県図書館協会事務局(鳥取県立図書館) 

までお知らせください。 
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16 情報交換会について 

  日時：令和８年７月３０日（木）午後６時から８時まで 

会場：アートプレイス すなば珈琲（鳥取市尚徳町１０１－５、電話：０８５７－５０－１５００） 

定員：４０名 

参加費：６,６００円（税込）当日会場でお支払いください。 
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会 場 案 内  

プ ロ グ ラ ム  会 場  

開 会 行 事  

 

 

いわみんホール（１階）  

基 調 講 演  

 

 

いわみんホール（１階）  

事 例 発 表  

 

 

いわみんホール（１階）  

分 科 会 １  

“ コ ミ ュ ニ テ ィ ” と 図 書 館  

～新館整備後に見えてきたこと～  

 

研修室３・４・５（２階） 

分 科 会 ２  

“ 読 書 推 進 ” と 図 書 館  

～ 朝 読 書 再 考 （ 最 高 ） 岐 路 に

立 つ 取 組 の 未 来 を 展 望 す る ～  

 

いわみんホール（１階）  

分 科 会 ３  

“ 手 作 り 絵 本 ” と 図 書 館  

～ 絵 本 を 創 る 楽 し み を 味 わ お う  

◯・△・□から生まれる世界〜  

【 ワ ー ク シ ョ ッ プ 】  

 

 

研修室２（２階）  

分 科 会 ４  

“ 出 版 ” と 図 書 館   

～ 地 域 の 記 憶 を 残 す た め に ～  

【 Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 本 の 学 校  主 催 】  

 

 

研修室１（２階）  
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岩美町中央公民館 １階 
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岩美町中央公民館 ２階 
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基 調 講 演  

“ あ そ び ” と 図 書 館  

～ 真 庭 市 立 図 書 館 で の 挑 戦 と 実 験 ～  

 

講 師 ： 西 川  正  氏  

（真庭市立中央図書館長、NPO 法人ハンズオン埼玉副代表理事） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 講 師 プ ロ フ ィ ー ル 】  

学 童 保 育 所 、出 版 社 、Ｎ Ｐ Ｏ 支 援 セ ン タ ー 等 を 経 て 、２ ０ ０ ５ 年 、

ハ ン ズ オ ン 埼 玉 を 設 立 。「 お と う さ ん の ヤ キ イ モ タ イ ム 」キ ャ ン ペ

ー ン や「 ト ー ク フ ォ ー ク ダ ン ス 」な ど コ ミ ュ ニ テ ィ を 育 む さ ま ざ ま

な プ ロ ジ ェ ク ト を 提 案 。ま ち づ く り や 子 育 て 支 援 の 研 修 等 の 講 師 や

フ ァ シ リ テ ー タ ー と し て 活 動 。元 恵 泉 女 学 園 大 学 特 任 准 教 授 。立 教

大 学 ・ 大 妻 女 子 大 学 等 で 非 常 勤 講 師 。著 書 に『 あ そ び の 生 ま れ る 時

「 お 客 様 」 時 代 の 地 域 活 動 コ ー デ ィ ネ ー シ ョ ン 』 （ こ ろ か ら ） 等 。 
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う
企
画
。
中
央
図
書
館
の
「
図
書

館
そ
だ
て
会
議
」
で
市
民
か
ら
出
た
「
図

書
館
に
泊
ま
り
た
い
」
と
の
声
か
ら
生
ま

れ
た
。
防
災
用
の
ダ
ン
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
を

本
棚
の
間
に
つ
く
り
、
各
自
思
い
思
い
の

夜
を
過
ご
し
た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
『
高
橋

源
一
郎
の
飛
ぶ
教
室
』
の
生
中
継
に
出
演

す
る
サ
プ
ラ
イ
ズ
も
あ
り
、
楽
し
い
一
夜

と
な
っ
た
。

　
一
人
ひ
と
り
持
っ
て
い
る
経
験
や
好
み
、

意
見
が
違
う
。
そ
の
違
い
を
楽
し
み
、
学

ぶ
た
め
の
場
と
し
て
図
書
館
は
様
々
な
可

能
性
を
持
つ
。
そ
う
実
感
し
た
２
年
半
だ

っ
た
。
こ
う
し
た
市
民
と
の
試
み
が
評
価

さ
れ
、
先
日
『Library of the Year 

2024

』
の
優
秀
賞
を
い
た
だ
い
た（
注
５
）。

　
私
は
滋
賀
県
北
部
の
山
間
の
集
落
で
育

ち
、
18
歳
で
東
京
に
出
た
。
そ
れ
か
ら
長

い
間
、
地
元
に
戻
り
た
い
と
は
思
わ
な
か

っ
た
。
理
由
は
、
自
分
が
や
り
た
い
こ
と

が
や
れ
る
気
が
し
な
か
っ
た
か
ら
だ
。
女

性
や
若
者
が
、
や
り
た
い
こ
と
を
で
き
る

場
所
で
は
な
い
と
感
じ
て
き
た
。「
そ
う

い
う
も
ん
だ
」
と
い
う
「
答
え
」
が
最
初

か
ら
あ
る
場
所
で
は
、
あ
そ
び
（
や
っ
て

み
た
い
）
は
生
ま
れ
な
い
。

　
真
庭
市
で
も
多
く
の
若
者
が
18
歳
で
市

外
に
出
る
。
だ
か
ら
こ
そ
18
歳
ま
で
に

「
こ
こ
は
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
が
で
き

る
」「
応
援
し
て
く
れ
る
人
た
ち
が
い
る

ま
ち
だ
」
と
思
え
る
経
験
を
し
て
ほ
し

い
。
多
様
な
大
人
に
出
会
っ
て
ほ
し
い
。

そ
う
す
れ
ば
都
市
に
出
て
も
、
ま
た
戻
っ

て
こ
よ
う
と
思
え
る
の
で
は
な
い
か
。

　
人
口
減
少
対
策
で
、
子
ど
も
た
ち
に
歴

史
な
ど
地
元
の
魅
力
を
教
え
る
べ
き
だ
と

い
う
声
を
よ
く
聞
く
。
そ
れ
も
必
要
だ
ろ

「
応
え
」の
あ
る
図
書
館
に

う
。
し
か
し
ま
ず
保
障
し
た
い
の
は
、
子

ど
も
た
ち
が
自
由
に
あ
そ
ぶ
、
や
っ
て
み

た
い
が
で
き
る
こ
と
な
の
で
は
な
い
か
。

愛
着
は
自
分
が
動
い
た
分
だ
け
蓄
積
さ
れ

る
。

　
図
書
館
が
で
き
る
こ
と
は
何
か
。
私
は

「
応
え
」
る
（response

）
こ
と
だ
と
思

う
。
図
書
館
は
「
答
え
」（answ

er

）
の

あ
る
場
所
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
が
、
学
び

も
ま
ち
づ
く
り
も
必
要
な
の
は
「
応
え
」

の
ほ
う
な
の
で
は
な
い
か
。
カ
ウ
ン
タ
ー

に
行
け
ば
、
一
緒
に
探
し
た
り
、
調
べ
た

り
し
て
く
れ
る
。
呟
き
を
拾
い
、
面
白
が

っ
て
く
れ
る
。
お
し
ゃ
べ
り
の
中
か
ら
ア

イ
デ
ア
が
生
ま
れ
る
。
実
際
、
図
書
館
に

市
民
か
ら
も
ち
こ
ま
れ
る
企
画
は
年
々
増

え
て
い
る
。
市
民
の
た
め
に
（for

）
か

ら
、
市
民
と
と
も
に
（w

ith

）
へ
。
そ

う
す
れ
ば
図
書
館
は
あ
そ
び
の
生
ま
れ
る

場
所
に
な
る
。

　
こ
の
冬
、
中
央
図
書
館
で
は
、
地
元
の

小
学
６
年
生
に
子
ど
も
た
ち
が
一
日
図
書

館
を
運
営
す
る
企
画
を
準
備
し
て
い
る
。

探
究
学
習
の
一
環
で
地
元
の
小
学
校
か
ら

声
を
か
け
て
も
ら
っ
た
。
冒
頭
に
紹
介
し

た
、
日
々
、
図
書
館
で
や
ん
ち
ゃ
を
し
て

き
た
子
た
ち
に
運
営
側
に
回
っ
て
も
ら
う
。

現
在
、
子
ど
も
た
ち
が
企
画
を
練
っ
て
い

る
段
階
だ
。「
や
り
た
い
こ
と
を
提
案
し

て
！
ど
う
や
っ
た
ら
で
き
る
か
私
た
ち
も

一
緒
に
考
え
る
か
ら
」
と
応
え
て
い
る
。

注５　 先進的な活動を行っている図書館に対して贈られる賞。特定非営利活動法人知的資源イニシアテ
ィブが主催。https://www.iri-net.org/loy/

注4　  まにわとしょかんチャンネル　https://lib.city.maniwa.lg.jp/project/youtube/　
　　　 また、事業の概要は、国会図書館のサイト「カレントアウェアネス-E  E2657 - 校歌で訪ね

る地域の記憶」を参照ください。https://current.ndl.go.jp/e2657?fbclid=IwAR039pBau
zJgDJnsEA5Cg10kdRiuSoYSUTnubJyOzT-Eb116LMRDEC8hlcE

――まちの図書館の未来
地域の知の拠点を守る特集1
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月刊ガバナンス　2024年 11月号より「あそびの生まれる図書館〜みんなが当事者になれる場へ」西川正

　　ジテン
真庭の図書館に
住んでいる猫

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

司
書
に
よ
る
本
の
紹
介

コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

待
ち
合
わ
せ
場
所

図
書
館
は
、
と
き

に
は
子
供
た
ち
の
待

ち
合
わ
せ
場
所
に
な

り
ま
す
。
し
か
し
6

月
の
終
わ
り
の
あ
る

日
、
友
達
は
な
か
な

か
や
っ
て
き
ま
せ
ん
。

手
持
ち
無
沙
汰
に
し
て
い
る
小
学
生
の
女
の

子
に
「
壁
の
飾
り
つ
け
や
ら
な
い
？
」
と
お
手

伝
い
を
提
案
し
た
ら
、「
や
る
や
る
！
」
と
う
れ

し
い
返
事
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。

彦
星
や
織
姫
、
天
の
川
を
手
に
持
っ
て
、
こ

こ
に
貼
る
の
は
ど
う
か
な
、
こ
う
し
た
ほ
う
が

い
い
、
と
あ
れ
こ
れ
言
い
な
が
ら
壁
に
ペ
タ
ペ

タ
と
貼
り
付
け
ま
す
。
あ
っ
と
い
う
間
に
7
月

の
壁
面
飾
り
が
完
成
し
ま
し
た
。
次
は
何
を
し

よ
う
か
、
と
い
う
雰
囲
気
の
中
、「
こ
れ
な
ん
だ

ろ
」
と
女
の
子
が
持
っ
て
き
た
本
が
こ
の
『
動

物
た
ち
の
惑
星
』
で
す
。
海
を
泳
ぐ
象
の
表
紙

が
印
象
的
な
、
野
生
動
物
の
写
真
集
で
す
。

「
象
っ
て
泳
ぐ
ん
だ
ね
」「
な
ん
の
動
物
か
な
？

い
っ
ぱ
い
い
る
」「
シ
ロ
ク
マ
っ
て
、
な
ん
で
シ

ロ
ク
マ
な
ん
だ
ろ
う
。
白
い
か
ら
？
」「
え
ー
！

こ
の
パ
ン
ダ
見
て
！
」な
ん
て
言
い
な
が
ら
ペ
ー

ジ
を
め
く
る
女
の
子
と
、
側
で
覗
き
込
む
司
書
。

わ
い
わ
い
言
い
な
が
ら
眺
め
る
の
は
、
一
人
で

見
る
の
と
は
違
う
楽
し
さ
が
あ
り
ま
す
。

そ
う
し
て
い
る
と
、
友
達
が
や
っ
て
き
ま
し

た
。

「
い
っ
て
き
ま
ー
す
」

「
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
」（

美
甘
図
書
館
・
か
も
） 

こんにちは　真庭市立中央図書館の西川です。
本日はよろしくおねがいいたします。

“あそび”と 図書館 
～真庭市立図書館での挑戦と実験～

第３１回鳥取県図書館大会
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真
庭
市
⽴
図
書
館
の
体
制
に
つ
い
て

20
25
.1
0.
16
資
料

開
館

時
間

休
館

⽇
蔵

書
冊

数
貸

出
者

数
貸

出
冊

数
来

館
者

数

9時
 -

 1
9時

⽉
10

9,
92

3
16

,5
49

76
,3

71
69

,8
64

体
制

︓
館

⻑
1名

(専
任

) 
司

書
6名

(任
期

付
職

員
) 

会
計

年
度

職
員

 3
名

(4
H

) 
  

移
動

図
書

館
1名

開
館

時
間

休
館

⽇
蔵

書
冊

数
貸

出
者

数
貸

出
冊

数
来

館
者

数

9時
 -

 1
8時

⽉
24

,4
58

5,
33

9
23

,1
55

10
,3

39

体
制

︓
館

⻑
1名

(兼
務

) 
司

書
1名

(任
期

付
職

員
) 

会
計

年
度

職
員

(4
H

/⽇
) 

  
3名

が
交

代
勤

務

開
館

時
間

休
館

⽇
蔵

書
冊

数
貸

出
者

数
貸

出
冊

数
来

館
者

数

9時
 -

 1
8時

⽕
33

,5
17

8,
61

0
45

,0
60

16
,2

16

体
制

︓
館

⻑
1名

(兼
務

) 
司

書
1名

(任
期

付
職

員
) 

会
計

年
度

職
員

(9
H

/⽇
) 

  
3名

が
シ

フ
ト

勤
務

開
館

時
間

休
館

⽇
蔵

書
冊

数
貸

出
者

数
貸

出
冊

数
来

館
者

数

9時
 -

 1
8時

⽔
65

,7
02

9,
22

9
40

,2
49

30
,5

23

体
制

︓
館

⻑
1名

(兼
務

) 
業

務
委

託
先

職
員

(9
H

/⽇
) 

  
3名

で
シ

フ
ト

勤
務

開
館

時
間

休
館

⽇
蔵

書
冊

数
貸

出
者

数
貸

出
冊

数
来

館
者

数

9時
 -

 1
7時

⽉
8,

50
1

1,
46

2
4,

49
5

3,
37

4

体
制

︓
館

⻑
1名

(兼
務

) 
司

書
1名

(任
期

付
職

員
) 

会
計

年
度

職
員

1名
(任

期
付

職
員

休
⽇

の
代

替
勤

務
)

開
館

時
間

休
館

⽇
蔵

書
冊

数
貸

出
者

数
貸

出
冊

数
来

館
者

数

9時
 -

 1
7時

⽉
14

,1
30

2,
31

3
9,

03
9

6,
29

0

体
制

︓
館

⻑
1名

(兼
務

) 
司

書
1名

(任
期

付
職

員
) 

会
計

年
度

職
員

3名
が

交
代

勤
務

(任
期

付
職

員
休

⽇
の

代
替

勤
務

)

開
館

時
間

休
館

⽇
蔵

書
冊

数
貸

出
者

数
貸

出
冊

数
来

館
者

数

9時
 -

 1
8時

⽉
29

,8
58

5,
33

3
26

,1
28

9,
40

9

体
制

︓
館

⻑
1名

(兼
務

) 
司

書
1名

(任
期

付
職

員
) 

会
計

年
度

職
員

(4
H

/⽇
) 

  
3名

で
シ

フ
ト

勤
務

真
庭
市
教
育
委
員
会
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
補
助
執
⾏
に
関
す
る
規
則
に
よ
り
、
市
⻑
部
局
の
地
域
振
興
課
⻑
を
館
⻑
と
し
て
い
る
。

市
役

所
⽀

所
と

複
合

教
育
委
員
会

事
務
局

委
託

事
業

者
が

運
営

美
⽢
図
書
館

市
役

所
⽀

所
、

公
⺠

館
、

⽂
化

セ
ン

タ
ー

、
保

健
福

祉
セ

ン
タ

ー
と

複
合

湯
原
図
書
館

市
役

所
⽀

所
、

公
⺠

館
、

⽂
化

セ
ン

タ
ー

と
複

合

単
独

館

 
室

⻑
1

 
司

書
2(

正
職

)
 

再
任

⽤
職

員
1

 
計

4名
北
房
図
書
館

公
⺠

館
と

複
合

落
合
図
書
館

市
役

所
⽀

所
、

公
⺠

館
、

⽂
化

セ
ン

タ
ー

と
複

合

湯
原
図
書
館

蒜
⼭
図
書
館

ブ
ッ
ク
る
ん
ま
に
わ

市
域
が
広
大
な
真
庭
市
で
は
、
自
分
の
力
だ
け
で
図
書
館
に
に
行
く
こ
と
が
で
き
る
児

童
生
徒
は
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
R
6
年
度
か
ら
学
校
で
公
共
図
書
館
の
本
を
借
り
ら

れ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

教
育
総
務
課

学
校
教
育
課

⼩
学

校
 (

21
校

)
中

学
校

 (
5校

)
学

校
司

書
9名

(任
期

付
職

員
)

※
1名

が
2〜

3校
兼

務

蔵
書
検
索
シ
ス
テ
ム
を
連
携

⽣
涯
学
習
課

図
書
館
振
興
室

中
央
図
書
館

久
世
図
書
館

蒜
⼭
図
書
館

中
央
図
書
館

北
房
図
書
館

落
合
図
書
館

久
世
図
書
館

美
⽢
図
書
館
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（山陽新聞　2025.9.28）

（山陽新聞　2025.10.27）

「図書館は『答え』（answer）のある場所と見られ
がちだが、人の学びやまちづくりに必要なのは『応
え』（response）なのではないか」
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山陽新聞 2023 年 9 月 23 日　閉休校の小中校歌後世に

山陽新聞 2024 年 10 月 5 日　飽きるまで読書書架の間で睡眠
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あ
そ

び
の

生
ま

れ
る

図
書

館

←
ジ

テ
ン

と
い

い
ま

す
。

≒
や
っ
て
み
た
い
が
生
ま
れ
る
場
所

ま
ち
づ
く
り

≒
や
っ
て
み
よ
う
が
た
く
さ
ん
あ
る
。

何
が
で
き
た
か
？
で
は
な
く
、

ど
ん
な
時
間
を
過
ご
し
た
か
。

あ
そ

び
と

図
書

館
遊

ぶ
＝
未
知
の
世
界
と

出
会
う
心
の
ふ
る
え

「
や
っ
て
み
る
」

あ
そ

び
＝
余
白
、
余
裕
、
安
心

一
見

、
不

要
不

急
で

す
が

、
な

く
て

は
な

ら
な

い
も

の
。

な
い

と
、

う
ま

く
動

か
な

い
も

の
そ

れ
が

「
あ

そ
び

」

あ そ び （ 余 裕 ）

遊 ぶ （ や っ て み る ）
＆

あ
そ

び
（

安
心

と
工

夫
の

余
地

）

遊
ぶ

（
や
っ
て
み
る
）

あ
そ
び
を
保
障
す
る
と
、
遊
び
が
生
ま
れ
る

be
in
g

do
in
g

人 が つ な が り ・ 動 き 出 す の は

ど ん な と き ？ ど ん な 場 所 ？

何 か を し て み よ う と

思 え る 環 境 と は ？

遊 ぶ と 学 ぶ の

場 づ く り

中 学 生 と 大 人 、

５ ０ ０ 人 で ト ー ク

瓦
葺
 
べ
生
徒
だ
き
の
い
か
を
ま
ら
と
交
流
か
み
た
？
わ
：

日
時
 
2
1
中
9
年
中
中
月
中
6
日
（
土
）

中
1
:1
1
〜
中
中
:3
1
（
受
付
9
:中
5
〜
9
:4
5
）

場
所
 
瓦
葺
 
学
校
7体
育
館

募
集
人
数
 
2
7
1
人

持
き
物
00
 
ン
パ
し
ッ
せ
筆
記
用
具

申
か
込
め
 
裏
面
ん
く
覧
お
で
ご
、

締
ゃ
切
ら
 
中
1
月
3
中
日
（
木
)

主
催
 
瓦
葺
 
学
校
・
瓦
葺
 
学
校
FP
-
（
共
催
）

1
4
ー
X7
2
2
X2
中
1
中
8-
T
1
4
ー
X7
2
中
X9
ー
1
9
（
 
学
校
）

ン
ル
メ
☑i
mu
mo
m8
ri
0w
ーw
7.
ck
m0
gab
lk
（
本
 
ト
ベ
イ
専
用
ン
ル
メ
）

協
力
者

（
参
加
者
）

大
募
集

！

今
年
も

やり
ます ！

●
ト
ー
ク
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

大
人
と
生
徒
が
1対

1で
、
フ
ォ
ー

ク
ダ
ン
ス
の
よ
う
に
次
々
と
相
手

を
変
え
な
が
ら
、日
常
の
様
々
な
テ

ー
マ
に
沿
っ
て
語
り
合
う
場
で
す
。

進
行
役
が
出
し
た
お
題
に
つ
い
て

お
し
ゃ
べ
り
を
し
ま
す
。ど
な
た
で

も
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
ま
す
。

大
人
の
一
人
と
し
て
、
生
徒
た
ち
と

素
直
な
気
持
ち
で
お
し
ゃ
べ
り
を

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
方
を
大
募

集
中
で
す
！♥

ダ
ク
ス
ト
リ
ク
ス
ォ
フ
ン
Ai
わ
り
ち
さ
ぶ
2
1
中
9

大
人
とし
ゃ
べ
り
場

遊
び

と
学

び
の

場
づ

く
り

新
刊

で
す

7

鳥
取

県

•2
00
5年

に
5町

4村
が
合
併
し
て
誕
生

•市
域
の
約
80
%
が
森
林

•人
口
約
4万

人

真
庭
市

8

リ
フ
ァ
イ
ニ
ン
グ
建
築
・
都
市
再
生
協
会
HP
よ
り

中
央

図
書

館
 +
6つ

の
地
区
館

+自
動

車
文

庫

広
大
な
面
積
を

7つ
の
図
書
館
と
自
動
車
文
庫
で
カ
バ
ー
し
て
い
ま
す
。

20
05

 上
房

郡
北

房
町

、
真

庭
郡

勝
山

町
、

落
合

町
、

湯
原

町
、

久
世

町
、

美
甘

村
、

川
上

村
、

八
束

村
、

中
和

村
が

合
併

し
て

真
庭

市
と

な
る

蒜
山

図
書

館
創

設
（

前
・

蒜
山

教
育

事
務

組
合

立
図

書
室

）
20

12
 「

真
庭

市
図

書
館

基
本

構
想

」
策

定
20

15
 「

真
庭

市
図

書
館

基
本

計
画

」
策

定
20

16
 条

例
改

正
に

よ
り

、
落

合
図

書
室

、
北

房
図

書
室

、
美

甘
図

書
室

、
湯

原
図

書
室

が
図

書
館

と
な

る
20

18
中

央
図

書
館

開
館

市
民

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
～

み
ん

な
で

つ
く

ろ
う

み
ん

な
の

図
書

館
～

20
19

 中
央

図
書

館
、

北
房

図
書

館
、

落
合

図
書

館
、

蒜
山

図
書

館
に

任
期

付
職

員
配

置
20

20
 中

央
図

書
館

内
に

図
書

館
振

興
室

設
置

正
規

職
員

と
し

て
司

書
を

採
用

図
書

館
そ

だ
て

会
議

開
始

20
21

 「
真

庭
市

図
書

館
み

ら
い

計
画

(真
庭

市
図

書
館

基
本

計
画

・
子

ど
も

読
書

活
動

推
進

計
画

)」
策

定
20

22
市

内
小

中
学

校
図

書
館

蔵
書

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

化
完

了
20

23
学

校
図

書
館

と
公

共
図

書
館

の
デ

ー
タ

の
一

元
管

理
・

連
携

開
始

20
25

「
第

二
次

図
書

館
み

ら
い

計
画

」
を

策
定
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20
24
年

新
シ
ス
テ
ム
導
入

学
校
図
書
館
と
公
共
図
書
館
の
デ
ー
タ
の
一
元
管
理
・
連
携
開
始

公
共
図
書
館
の
本
を
、
学
校
で

借
り
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

吉
⽥
右
⼦
先
⽣
に
講
演
を
お
ね
が
い
し
、

市
⺠
の
み
な
さ
ん
と
⼀
緒
に
学
び
ま
し
た
。

日
本
の
図
書
館
で
は
、
「
し
ず
か
に
」
と
い
う
貼
り
紙
と
か
掲
示
を
館

内
で
よ
く
見
か
け
る
の
で
す
が
、
恐
ら
く
北
欧
の
人
が
そ
う
し
た
ポ
ス

タ
ー
を
図
書
館
で
見
た
ら
、
も
の
す
ご
く
び
っ
く
り
し
て
し
ま
う
と
思

う
ん
で
す
ね
。

携
帯
電
話
の
通
話
や
、
あ
る
い
は
お
し
ゃ
べ
り
す
る
こ
と
、
飲
食
す
る

こ
と
、
こ
れ
ら
は
北
欧
の
公
共
図
書
館
で
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

例
え
ば
図
書
館
の
雑
誌
コ
ー
ナ
ー
で
レ
シ
ピ
を
見
て
い
て
、
「
あ
、
こ

れ
は
今
晩
の
お
か
ず
に
い
い
な
」
と
思
っ
た
ら
、
そ
の
場
で
ス
マ
ホ
を

取
り
出
し
家
族
に
電
話
し
、
「
冷
蔵
庫
の
中
に
お
豆
腐
あ
る
？
」
と
お

し
ゃ
べ
り
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
あ
と
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ゲ
ー
ム

が
な
い
図
書
館
は
皆
無
で
す
の
で
、
本
を
見
る
の
に
飽
き
た
ら
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
ゲ
ー
ム
で
遊
ぶ
こ
と
も
可
能
だ
っ
た
り
、
と
に
か
く
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
が
で
き
る
の
が
北
欧
の
公
共
図
書
館
で
す

吉
田

右
子

先
生

／
J 

R 
Iレ

ビ
ュ

ー
20

22
 V

ol
.6

, N
o.

10
1

W
el

l-b
ei

ng
？

？

休
校
・
閉
校
に
な
っ
た

小
中
学
校
の
校
歌
を

み
ん
な
で
集
め
て
、

み
ん
な
で
発
信

優
秀
賞
受
賞

Li
br

ar
y 

of
 th

e 
Ye

ar
 2

02
4
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ば
か

じ
ゃ

な
い

の
？

（
失

笑
）

↓
「

図
書

館
に

言
え

ば
何

か
一

緒
に

や
っ

て
く

れ
る

か
も

相
談

に
の

っ
て

く
れ

る
か

も
」

↓
や

っ
て

み
た

い
が

生
ま

れ
る

場
所

安
心
の
保
障

正
し
そ
う
な
場

楽
し
そ
う
な
場

が
あ
っ
た
ら
、

ど
ち
ら
に

近
づ
き
た
い
で
す
か
？

図
書

館
？

お
も

し
ろ

そ
う

地
域

の
活

動
？

企
画
は
ど
こ
か
ら
生
ま
れ
る
？

わ
い
わ
い
お
し
ゃ
べ
り
す
る
と
生
ま
れ
る
。

生
ま
れ
る
も
の
は
、

①
「
こ
う
し
た
ら
ど
う
？
」
と
い
う
ア
イ
デ
ィ
ア

②
「
や
っ
て
み
よ
う
」
と
い
う
気
持
ち

図
書

館
そ

だ
て

会
議

@
蒜

山
図

書
館

私
、
羊
毛
フ
ェ
ル
ト
で

い
ろ
い
ろ
作
っ
て
ま
す

応
え
（
お
し
ゃ
べ
り
）

→
安
心

→
や
っ
て
み
よ
う

み
な

さ
ん

の
活

動
も

同
じ

で
す

よ
ね

？

い
ろ
ん
な
人
が

こ
ん
な
こ
と
で
き
な
い
か
な
？

と

図
書
館
に
、
も
ち
こ
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

ピ
タ
ゴ
ラ
ス
の
子
ど
も
た
ち
と

「
た
ま
ね
ぎ
祭
」
を
し
ま
し
た

7月
5日

（
土
）

ゲ
ス
ト
；
秋
元
美
知
子
さ
ん

（
勝
山
千
代
萬
歳
豊
稔
踊
保
存
会
）

町
並
み
保
存
地
区
の
下
町
で
の
暮
ら
し
や
、

勝
山
の
お
盆
、
盆
踊
り
の
こ
と
な
ど
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

7月
20

日
（
日
）

こ
た
つ
の
ゲ
ー
ム
研
究
会
（
月
一
回
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
で
遊
ぶ
）

日
本
語
サ
ー
ク
ル
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
遊
び
ま
し
た
。

7月
20

日
（
日
）

「
工
場
に
勤
め
て
い
る
と
、
日
本
人
と
知
り
合
う
機
会
も
な
い
ん
で
す
よ
ね
」
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植
物
を
採
集
し
、
図
鑑
を
使
って
「
同
定
」
す
る
。

「
葉
っぱ
の
形
か
ら
す
る
と
こ
れ
か
な
？
」

…
わ
い
わ
い
と
お
し
ゃ
べ
り
が
続
く
。

こ
の
時
ば
か
り
は
、
図
鑑
た
ち
が
大
活
躍
。

7月
27

日
（
日
）

映
画
は
、
パ
レ
ス
チ
ナ
の
料
理
に
は
欠
か
せ
な
い
「
ザ
ア
タ
ル
」
な
ど
の
野
草
採
集
が
、

イ
ス
ラ
エ
ル
当
局
に
よ
って
「
自
然
保
護
」
を
名
目
に
禁
止
さ
れ
て
い
く
状
況
を
描
く
。

逮
捕
や
監
視
の
危
険
を
冒
し
な
が
ら
も
採
集
を
続
け
、
文
化
と
暮
ら
し
を
守
ろ
う
と
す
る
人
々

の
力
強
さ
が
映
し
出
さ
れ
て
い
る
。

映
画
の
あ
と
は
、
文
化
人
類
学
者
の
松
村
圭
一
郎
さ
ん
ら
の
対
談
。
質
疑
で
は
、
岡
山

在
住
の
パ
レ
ス
チ
ナ
人
の
参
加
者
の
方
が
、
人
々
の
生
活
を
支
え
て
き
た
オ
リ
ー
ブ
の
巨
木

が
入
植
者
に
よ
って
無
惨
に
切
り
倒
さ
れ
て
い
く
様
子
の
動
画
を
見
せ
て
く
だ
さ
った
。

採
集
ど
こ
ろ
で
は
な
い
厳
し
い
現
状
に
あ
らた
め
て
胸
が
痛
ん
だ
。

市
民
の
有
志
よ
る
パ
レ
ス
チ
ナ
の
映
画

『
採
集
す
る
人
々
』
の
上
映
会

7月
27

日
（
日
）

8月
8日

（
金
）

「
「
戦
争
」
を
、
わ
か
ら
な
い
な
り
に
考
え

る
と
い
う
こ
と
」
と
題
す
る
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョン
。

ゲ
ス
ト
は
『
今
の
戦
争
が
な
ん
と
な
く
わ

か
る
本
』
と
い
う
冊
子
を
出
版
し
た
犬
川
わ

か
さ
ん
（
滋
賀
県
長
浜
市
在
住
）
。

10
日
、
「
戦
後

80
年
図
書
館
連
続
講
座
『
食
べ
る
』
か
ら
考
え
る
、
豊
か
さ
と

は
？
」
の
第
一
回
。

「
食
べ
る
こ
と
、
生
き
る
こ
と
ー
胃
袋
の
近
現
代
史
」
と
題
し
て
、
湯
澤
規
子
さ
ん

（
法
政
大
学
教
授
）
の
講
演
。

「
食
」
は
、
生
存
の
た
め
に
み
ん
な
で
す
る
も
の
か
ら
、
家
族
で
す
る
も
の
へ
、
そ
し

て
飽
食
、
さ
ら
に
個
食
・
孤
食
を
経
て
、
い
ま
他
者
の
視
線
を
意
識
し
て
演
出
さ

れ
る
行
為
（
「
映
え
」
）
へ
と
変
化
し
て
き
た
。

後
半
は
、
「
食
べ
も
の
が
た
り
」
の
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
。

各
自
の
食
べ
も
の
に
ま
つ
わ
る
も
の
が
た
り
を
語
り
あ
った
。
。

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催

8月
8日

（
金
）

関 連 展 示

教 え て ！ あ な た の

「 食 べ も の が た り 」

8月
15

日
（
金
）

「
勝
山
も
ち
よ
り
盆
踊
り
」

思
い
が
け
ず
、
シ
ニ
ア
の
方
々
が
大
挙
来
館
し
て
く
だ
さ
った
。

平
均
年
齢
70
歳
。
図
書
館
に
は
じ
め
て
来
た
と
い
う
方
も
多
数

「
大
画
面
で
み
ん
な
で
見
る
の
が
良
か
った
。
戦
争
は
絶
対
ダ
メ
で
す

ね
」
（
感
想
か
ら）
。

8月
24

日
（
日
）

映
画
「
お
し
ん
」
上
映
会

6時
間
！

・
お

し
ゃ

べ
り

・
笑

い
・

工
夫

の
余

地
・

か
か

わ
り

し
ろ

・
し

ょ
う

も
な

い
企

画
・

も
ち

こ
み

企
画

・
や

っ
て

み
る

／
う

ま
く

い
か

な
い

・
不
要
不
急
（
長
い
目
で
み
れ
ば
必
須
）

音
／
音
楽
／
子
ど
も
の
声

七
輪

人
工
芝

ダ
ン
ボ
ー
ル
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自
分

の
や

り
た

い
こ

と
を

や
っ

て
み

て
！

応
援

す
る

か
ら

。
「
最
初
、
先
生
ど
う
し
た
ら
い
い
？
」
と
い
う
声
で
し
た
。

ほ
ん
と
う
に
何
を
し
て
も
い
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
ら

自
分
か
ら
動
き
出
し
ま
し
た
。

最
後
は
、
授
業
時
間
を
削
っ
て
ほ
し
い
、
準
備
が
し
た
い
と
。

（
担
任
の
先
生
）

一
方
、
私
た
ち
に
と
っ
て
、
一
番
う
れ
し
か
っ
た
の
は
、

子
ど
も
た
ち
と
友
達
に
な
れ
た
こ
と
。

彼
女
、
彼
ら
が
図
書
館
で
な
に
か
し
て
も
、

「
あ
ん
た
ら
な
～
も
う
ち
ょ
っ
と
ち
ゃ
ん
と
し
て
よ
～
」

と
気
軽
に
言
え
る
。
言
っ
て
も
関
係
が
き
れ
な
い
。

や
っ

て
み

た
い

が
生

ま
れ

る
場

所
に

な
る

た
め

に
は

何
が

必
要

か
？

１
方

針
職

員
の

や
っ

て
み

よ
う

を
支

え
る

／
あ

と
お

し
す

る

２
体

制
（

余
裕

）
人

に
お

金
を

か
け

る
お

し
ゃ

べ
り

が
で

き
る

余
白

余
地

→
職

員
の

安
心

を
つ

く
る

こ
と

「
楽

し
そ

う
」

→
人

が
集

ま
る

図
書
館
を
通
じ
て
何
を
目
指
す
の
？

公
共
施
設
は

市
民

が
、

「
お

客
さ

ま
」

と
し

て
育

つ
場

所
？

市
民

が
、

市
民

と
し

て
育

つ
場

所
？

市
民

＝
ま

ち
の

当
事

者
に

な
る

真
庭

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
（
真
庭
市
総
合
計
画
よ
り
）

「
す

べ
て

の
｢人

｣が
、

安
全

に
安

心
し

て
暮

ら
せ

る
｢ま

ち
｣で

、
自

分
や

家
族

、
そ

し
て

地
域

を
大

切
に

思
い

、
時

代
や

環
境

に
合

わ
せ

て
、

地
域

資
源

の
中

か
ら

真
庭

市
で

生
き

る
価

値
を

み
つ

け
る

こ
と

。
自

分
の

手
で

創
り

上
げ

て
い

く
｢生

き
方

｣、
誇

り
を

も
っ

て
生

き
て

い
く

｢考
え

方
｣、

互
い

を
尊

重
し

た
｢暮

ら
し

方
｣の

こ
と

で
あ

り
、

今
の

私
た

ち
の

生
活

の
中

に
あ

る
も

の
で

す
。

｣

第
二

次
図

書
館

み
ら

い
計

画
人

に
お

金
を

か
け

る

人
っ

て
ど

ん
な

人
？

ど
ん

な
専

門
性

？

司
書

の
専

門
性

と
は

？
社

会
教

育
の

専
門

性
と

は
？

フ
ァ

シ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
シ

ョ
ン

プ
レ

イ
ワ

ー
ク

…
…

『
月

刊
ガ

バ
ナ

ン
ス

 2
02

4/
11

』
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｢応
え
（
re
sp
on
se
）
｣あ
う
な
か
で
、

｢答
え
（
an
sw
er
）
｣が
生
ま
れ
て
く
る
場
に

第
二
次

図
書
館
み
ら
い
計
画

も
ち
よ
り

で
、

み
ん
な
で
わ
い
わ
い
！

◉
誰

か
が

誰
か

に
サ

ー
ビ

ス
を

す
る

→
苦

情
が

か
え

っ
て

く
る

。
関

係
が

切
れ

る

◉
み

ん
な

で
持

ち
寄

る

→
よ

い
思

い
出

に
な

る
。

   
   

 関
係

が
生

ま
れ

る
。

受
験

参
考

書
の

も
ち

よ
り

使
い

終
わ

っ
た

参
考

書
を

持
っ

て
き

て
も

ら
っ

て
、

自
由

に
持

っ
て

い
っ

て
も

ら
う

。

一 箱 図 書 館

み
な
さ
ん
だ
っ
た
ら
、

何
を
も
ち
よ
り
ま
す
か
？
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